
51の

「
五
ヶ
条
の
御
誓
文
」
の
歴
史
的
性
格

画
餅
の
弊

か
ら
の
上脱
却
難

夫

一
、
は
じ
め
に

戊
辰
戦
争
で
の
政
府
軍
の
勢
力
が
決
定
的
と
な

り
、
江
戸
開
城
を
間
近
に
ひ
か
え
た
慶
応
四
年
(
一

八
六
八
)
一
二
月
十
四
日
、
「
五
か
条
の
御
誓
文
」
が

発
布
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
明
治
政
府
の
基

本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
歴
史
的
宣
言
書
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
そ
の
最
初
の
草
案
と
い
え
る
も
の

1 

が
、
福
井
藩
出
身
の
由
利
公
正
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

こ
と
に
着
目
じ
た
い
。

新
政
府
の
発
足
し
て
聞
も
な
い
一
月
に
、
由
利
は

議
事
所
の
規
則
と
し
て
「
議
事
之
体
大
意
」
を
執
筆

し
、
そ
の
後
福
岡
孝
弟
(
土
佐
藩
)
が
由
利
案
の
条

文
の
順
序
や
字
句
の
一
部
を
改
め
、
さ
ら
に
木
戸
孝

上

「
五
ケ
条
の
御
誓
文
」
の
歴
史
的
性
格

允
(
長
州
藩
)
が
修
正
し
「
五
か
条
の
御
誓
文
」
と

し
て
発
布
し
た
わ
け
で
あ
る
。

実
は
福
井
県
が
平
成
十
七
年
、
由
利
公
正
筆
「
議

事
之
体
大
意
」
、
福
岡
孝
弟
筆
「
会
盟
」
の
原
本
を

入
手
し
、
福
井
県
立
図
書
館
で
展
示
し
て
、
県
民
の

聞
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
参
事
吉
岡
栄
雄

由利公正筆「議事之体大意J(福井県立図書館蔵)

氏
と
県
立
図
書
館
司
書
(
松
平
文
庫
所
管
)
長
野
栄

俊
氏
が
、
原
本
持
参
で
わ
ざ
わ
ざ
拙
宅
に
来
ら
れ
、

私
も
は
じ
め
て
そ
の
原
本
に
接
し
、
い
た
く
深
い
感

銘
を
お
ぼ
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
資
料
は
確
か
に
由
利
淳
三
郎
家
(
逗
子
市
)
の

旧
蔵
品
で
あ
っ
た
事
実
、
さ
ら
に
そ
の
筆
跡
か
ら
み

て
、
由
利
公
正
直
筆
の
も
の
で
あ
る
と
認
定
で
き

る
。
当
資
料
に
は
多
く
の
虫
食
い
箇
所
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
=
一
同
丈
夫
著
『
由
利
公
正
伝
』

(
大
正
五
年
八
月
十
五
日
光
融
館
刊
)
掲
載
の
も
の

と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
当
資
料
は
、
同
書
に
掲
載
の

「
参
与
コ
一
岡
八
郎
の
起
案
せ
し
国
是
五
ケ
条
」
お
よ

び
「
参
与
福
岡
藤
次
の
前
案
を
清
書
し
た
る
も
の
」

の
原
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

な
お
当
資
料
に
は
由
利
の
盟
友
金
子
堅
太
郎
の
箱

書
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
金
子
の
進
言
に
よ
り
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由
利
家
が
維
新
後
か
ら
久
し
く
所
蔵
し
て
い
た
草
稿

を
巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
極

め
て
貴
重
な
文
献
が
、
つ
い
に
福
井
県
に
収
ま
っ
た

こ
と
は
、
誠
に
幸
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ぢ
つ
ま
で
も
な
く
、

「
五
か
条
の
御
誓
文
」
に
か

か
わ
る
由
利
案
が
、
民
衆
層
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で
き

る
だ
け
発
揮
さ
せ
て
、

「
御
一
新
」
の
新
政
の
基
礎

に
す
る
甚
だ
開
明
的
な
発
想
に
よ
る
も
の
で
、
福
井

藩
論
の
「
公
議
公
論
」
主
義
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
か

れ
が
師
と
仰
ぐ
横
井
小
楠
の
「
国
是
一
一
一
論
」
の
真
髄

を
導
入
し
、
日
本
近
代
化
の
国
家
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見

事
に
映
し
出
し
た
点
で
、
そ
の
歴
史
的
価
値
の
極
め

て
高
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

た
だ
問
題
は
、
肝
心
の
御
誓
文
の
趣
旨
が
明
治
以

降
の
日
本
近
代
化
路
線
の
う
え
で
、
と
か
く
ゆ
が
め

ら
れ
、
「
画
餅
の
弊
」
に
堕
し
た
こ
と
を
率
直
に
認

め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
い
わ
ば
「
画

餅
の
弊
」
に
見
舞
わ
れ
た
具
体
的
な
歴
史
事
実
に
照

明
を
当
て
て
、
種
々
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
由
利
草
案
の
開
明
性

「
五
ケ
条
の
御
誓
文
」
の
最
初
の
起
草
丈
、
つ
ま

り
由
利
案
の
文
面
で
は
、
か
ね
て
春
援
は
じ
め
福
井

藩
が
懸
命
に
志
向
し
た
「
統
一
国
家
論
」
に
よ
る
「
公

議
論
」
路
線
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
て
い
る
。
そ
し
て

被
支
配
層
の
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
精
い
っ
ぱ
い
発

揮
さ
せ
て
、
「
御
一
新
」
の
基
礎
に
し
よ
う
と
す
る

極
め
て
開
明
的
な
発
想
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

由
利
案
の
第
一
条
の
条
文
に
「
庶
民
志
を
遂
げ
」

と
い
う
の
と
、
御
誓
文
の
第
三
条
の
「
官
武
一
途
庶

民
ニ
至
ル
迄
各
其
志
ヲ
遂
ゲ
」
と
で
は
、
「
庶
民
」

の
と
ら
え
方
の
う
え
で
著
し
く
異
な
る
。
ま
た
由
利

案
の
第
二
条
で
「
士
民
心
を
一
に
し
て
」
と
い
え
ば
、

「
士
」
と
か
「
民
」
と
か
の
身
分
の
差
を
越
え
て
協

力
一
致
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
御
誓

文
第
二
条
で
は
「
上
下
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
」
と
し
て
、

「
上
」
と
「
下
」
の
厳
し
い
身
分
の
差
別
を
意
識
す

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

由
利
案
の
最
後
の
第
五
条
の
「
万
機
公
論
に
決

し
」
は
、
御
誓
文
の
第
一
条
に
掲
げ
ら
れ
る
が
、
こ

れ
こ
そ
文
久
期
幕
政
改
革
の
さ
い
、
横
井
小
楠
が
春

山
獄
に
建
白
し
た
「
国
是
七
条
」
の
な
か
の
第
五
条
「
大

い
に
言
路
を
聞
き
天
下
と
公
共
の
政
を
な
せ
」
と
ま

っ
た
く
同
質
の
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
由
利
案
第
五
条
後
半
の
「
私
に
論
ず
る
な
か

れ
」
は
、
福
岡
案
や
御
誓
文
の
な
か
に
は
み
ら
れ
な

い
由
利
案
独
自
の
も
の
で
、
か
ね
て
の
春
巌
は
じ
め

福
井
藩
の
幕
政
に
対
す
る
鋭
い
批
判
と
反
省
に
よ
る

と
み
て
よ
い
。
春
議
と
し
て
た
え
ず
い
ま
し
め
た
の

「
徳
川
御
一
家
の
便
利
私
営
」
つ
ま
り
幕
政
の

「
私
政
」
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
「
私
」
の
た
め
に
開

lま国
し
、
尊
擢
派
を
弾
圧
し
た
。
ま
た
「
私
」
の
た
め

に
擢
夷
決
行
や
長
州
征
伐
を
行
っ
た
こ
と
が
、
全
国

を
政
治
社
会
的
混
乱
に
陥
れ
、
つ
い
に
幕
府
自
ら
も

破
滅
の
道
へ
追
い
や
っ
た
と
判
断
す
る
。

由
利
も
「
幕
府
」
の
「
私
政
」
は
絶
対
に
許
せ
な

「
天
下
の
公
論
」
を
基
底
と
す

る
「
公
議
論
」
路
線
こ
そ
、
新
政
が
も
っ
と
も
重
視

す
べ
き
政
治
的
課
題
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
由
利
が
師
と
仰
ぐ
横
井
小
楠
の
思
想
大

系
と
目
さ
れ
る
「
国
是
三
論
」
(
富
国
論
・
強
兵
論
・

士
道
論
)
と
「
大
義
論
」
が
見
事
に
導
入
さ
れ
て
い

る
。
由
利
案
第
三
条
「
知
識
を
世
界
に
求
め
広
く
皇

基
を
振
起
す
べ
し
」
は
、
福
岡
案
で
は
第
四
条
、
御

誓
文
第
五
条
に
掲
げ
ら
れ
る
が
、
小
楠
が
も
っ
と
も

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
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重
視
す
る
「
大
義
論
」
と
し
て
、
偏
狭
な
国
益
中
心

主
義
を
超
越
し
た
全
世
界
に
通
ず
る
普
遍
的
原
理
H

四
海
同
胞
主
義
が
、
由
利
案
・
福
岡
案
・
御
誓
文
の

い
ず
れ
に
も
掲
げ
ら
れ
る
点
で
、
大
い
に
注
目
し
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
六
月
、
坂
本
龍
馬

が
長
崎
か
ら
上
京
す
る
船
中
で
ま
と
め
た
と
さ
れ
る

「
船
中
八
策
」
第
二
条
の
な
か
の
「
万
機
よ
ろ
し
く

公
論
に
決
す
べ
き
こ
と
」
は
、
い
み
じ
く
も
由
利
案

の
第
五
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
不
慮

の
最
期
を
遂
げ
た
坂
本
が
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
国

政
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
「
五
か
条
の
御
誓
文
」
の
な
か
に

見
事
に
憲
章
化
さ
れ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
由
利
と
「
民
撰
議
院
設
立
建
白
」

明
治
四
年
(
一
八
七
二
七
月
の
廃
藩
置
県
は
、

い
よ
い
よ
「
有
司
専
制
」
の
官
僚
主
導
体
制
へ
の
道

を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
る
。
明
治
政
権
の
機
構
は
改
め

3 

ら
れ
、
太
政
官
三
院
(
正
院
・
左
院
・
右
院
)
の
左

院
は
集
議
院
の
後
身
に
あ
た
り
、
一
応
立
法
府
の
形

を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
際
は
正
院
の
も
と
に
あ
る

上

「
五
ケ
条
の
御
誓
文
」
の
歴
史
的
性
格

諮
問
機
構
に
す
ぎ
な
く
な
る
。

し
か
も
当
時
の
集
権
化
す
る
中
央
政
権
の
実
態
と

し
て
、
薩
・
長
・
土
・
肥
出
身
官
僚
が
独
占
的
と
な

り
、
し
か
も
薩
・
長
が
首
座
を
争
う
と
い
う
具
合

に
、
ま
す
ま
す
藩
閥
専
制
化
の
傾
向
を
強
め
た
の
で

あ
る
。「
閥
」
の
政
治
理
念
は
「
私
政
」
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
か
ね
て
の
由
利
ら
の
「
公
議
論
」
路
線

が
厳
し
く
戒
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
明
治
十
年
代
に
全
国
的
に
高
揚
す
る
自
由
民
権

運
動
の
口
火
を
切
る
「
民
撰
議
院
設
立
建
白
」
を
行

わ
せ
る
結
果
と
も
な
る
。

建
白
書
の
作
成
は
、
土
佐
の
板
垣
退
助
を
中
心

に
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
一
月
十
二
日
結
成
さ

れ
た
愛
国
公
党
で
協
議
し
、
板
垣
退
助
・
後
藤
象
二

郎
(
土
佐
)
・
副
島
種
臣
(
肥
前
)
・
江
藤
新
平
(
同
)

ら
八
名
の
連
署
に
よ
り
、
同
月
十
七
日
左
院
に
提
出

す
る
が
、
こ
の
さ
い
由
利
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制

こ

む

ろ

ふ

る

さ

わ

度
を
調
べ
て
帰
国
し
た
小
室
信
夫
(
丹
後
)
・
古
沢

し
げ
る滋
(
土
佐
)
と
と
も
に
加
わ
る
。

し
か
も
由
利
は
、
愛
国
公
党
の
「
同
志
集
会
の
場
」

と
し
て
、
東
京
銀
座
三
丁
目
に
幸
福
安
全
社
と
い
う

倶
楽
部
を
設
け
、
こ
れ
を
敦
賀
県
(
現
、
福
井
県
)

人
蒔
田
魯
に
管
理
さ
せ
た
。
「
臣
等
伏
シ
テ
方
今
政
権

か

み

し

も

ノ
帰
ス
ル
所
ヲ
察
ス
ル
ニ
、
上
帝
室
ニ
在
ラ
ズ
、
下

ひ
と

人
民
ニ
在
ラ
ズ
、
市
シ
テ
独
リ
有
司
ニ
帰
ス
」
と
述

べ
、
政
府
の
藩
閥
有
司
専
制
が
国
家
崩
壊
の
危
機
を

招
い
て
い
る
と
厳
し
く
批
判
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

救
う
に
は
「
天
下
ノ
公
議
ヲ
張
ル
」
た
め
の
民
撰
議

院
を
ぜ
ひ
創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
強
く
訴
え
た
の
で

建
白
書
の
冒
頭
で
は
、

あ
る
。こ
う
し
た
「
天
下
の
公
論
」
に
よ
る
政
治
こ
そ
、

維
新
政
権
の
政
治
方
針
「
五
か
条
の
御
誓
文
」
の
由

利
案
第
五
条
「
万
機
公
論
に
決
し
私
に
論
ず
る
な
か

れ
」
の
「
私
政
」
反
対
の
趣
旨
に
ま
っ
た
く
符
合
す

る
。
要
は
由
利
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
維
新
当
初
に

画
策
し
た
政
治
理
念
が
大
幅
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
鋭
い
批
判
と
反
発
を
試
み
た
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
去
、
つ
ま
で
も
な
く
こ
の
建
白
書
の
発
表
は
大
き
な

反
響
を
呼
び
起
こ
し
、
国
会
開
設
を
求
め
る
自
由
民

権
運
動
を
招
来
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
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四
、
由
利
、

「
詔
書
奉
読
所
感
」

明
治
四
十
一
年
(
一
九
O
八
)
十
月
十
三
日
、
「
戊

申
詔
書
」
が
発
布
さ
れ
た
が
、
日
露
戦
争
後
の
国
民

思
想
・
風
紀
の
作
興
矯
正
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
な
か
で
「
宜
シ
ク
上
下
心
ヲ
一
ニ
シ
、

忠
実
業
ニ
服
シ
、
勤
倹
産
ヲ
治
メ
、
惟
レ
信
惟
レ
義
、

醇
厚
俗
ヲ
成
シ
、
華
ヲ
去
リ
実
ニ
就
キ
、
荒
怠
相
誠

や

メ
、
自
彊
息
マ
ザ
ル
ベ
シ
」
の
内
容
が
詔
書
の
中
核

と
な
る
が
、
ま
さ
し
く
「
五
か
条
の
御
誓
文
」
第
二

条
「
上
下
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
盛
ニ
経
論
ヲ
行
フ
ベ
シ
」

の
趣
旨
と
共
通
す
る
こ
と
が
判
る
。

こ
の
点
、
由
利
と
し
て
は
、
明
治
初
年
よ
り
四
十

年
間
、
そ
の
衝
に
当
た
る
も
の
が
、
御
誓
文
を
し
っ

か
り
実
践
し
て
き
た
な
ら
ば
、
特
に
改
め
て
「
戊
申

詔
書
」
を
発
布
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
す
る
。
そ

れ
を
あ
え
て
こ
う
し
た
詔
書
を
出
し
た
の
は
、
肝
心

の
御
誓
文
が
「
画
餅
の
弊
」
に
堕
し
た
こ
と
を
物
語

る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
由
利
は
、
明
治
期
を
通
し
て
、
と
か
く

御
誓
文
の
内
容
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

率
直
な
意
見
を
述
べ
た
わ
け
で
、
か
れ
は
残
念
な
が

ら
翌
四
十
二
年
四
月
、
八
一
歳
で
没
し
た
の
で
あ
る
。

五
、
「
五
箇
条
の
御
誓
文
換
発
七

O
周
年
」
記
念
式
典

昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七
)
三
月
十
四
日
、

箇
条
の
御
誓
文
燥
発
七
O
周
年
」
で
、
衆
議
院
本
会

議
で
盛
大
な
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
が
、
翌
十
五
日

の
「
福
井
新
聞
」
で
、
由
利
の
盟
友
金
子
堅
太
郎
が

「
五
箇
条
の
御
誓
文
の
由
来
」
と
題
し
て
、
「
小
楠

の
国
是
三
論
」
(
富
国
論
・
強
兵
論
・
士
道
論
)
〔
万

延
元
年
一
八
六
O
〕
が
、
由
利
に
よ
り
御
誓
文
の
な

か
に
憲
章
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
述
す
る
。

ま
さ
し
く
由
利
が
師
と
仰
ぐ
小
楠
の
偉
大
な
思
想

大
系
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
言
す
る
だ
け

に
、
大
い
に
注
目
を
ひ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
前
述
の
昭
和
十
二
年
三
月
の
「
五
箇
条
の

御
誓
文
換
発
七
O
周
年
」
の
記
念
式
典
が
衆
議
院
本

会
議
で
挙
行
さ
れ
て
か
ら
約
四
ヶ
月
後
の
同
年
七
月

七
日
麗
溝
橋
事
件
が
勃
発
し
、
こ
の
事
件
が
契
機
と

な
っ
て
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
太
平
洋
戦

争
へ
と
拡
大
し
、
つ
い
に
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
敗
退

に
よ
り
、
今
古
未
曾
有
の
悲
劇
的
な
結
果
に
終
っ
た

の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
由
利
と
金
子
と
の
盟
友
的
関
係
は
、

前
述
の
由
利
資
料
に
対
す
る
金
子
の
箱
書
が
何
よ
り

も
雄
弁
に
物
語
る
が
、
こ
の
さ
い
金
子
の
人
物
に
つ

い
て
略
述
し
た
い
。

「五

金
子
堅
太
郎
(
嘉
永
六
年
三
了
十
二
一
1
昭
和
十
七

年
五
・
十
六
)
は
福
岡
藩
士
出
身
の
政
治
家
。
明
治

四
年
(
一
八
七
一
)
藩
主
黒
田
長
知
に
随
行
し
て
渡

米
し
、
同
地
に
と
ど
ま
り
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
法
律

学
を
学
ぴ
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)
帰
国
、
同

十
三
年
元
老
院
に
入
り
、
同
十
八
年
首
相
伊
藤
博
文

の
秘
書
官
と
な
り
、
大
日
本
帝
国
憲
法
草
案
作
成
に

尽
力
し
た
。
同
二
十
三
一
年
(
一
八
九
O
)
貴
族
院
書

記
官
長
、
同
年
貴
族
院
議
員
に
勅
選
、
明
治
二
十
七

年
農
商
務
次
官
、
第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣
の
農
商
務

相
、
第
四
次
同
内
閣
の
法
相
を
経
て
、
同
=
一
十
九
年

(
一
九
O
六
)
枢
密
顧
問
官
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
宮
中
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
帝
室
編
修
局
の

総
裁
と
し
て
、
「
明
治
天
皇
御
紀
」
を
編
修
し
昭
和

八
年
(
一
九
三
三
)
完
成
、
そ
の
功
に
よ
り
翌
九
年

伯
爵
と
な
る
。
い
っ
ぽ
う
維
新
史
料
編
纂
事
業
を
主

宰
し
「
維
新
史
」
「
維
新
史
料
」
の
編
纂
に
取
り
組

ん
だ
。そ
の
当
時
、
金
子
は
「
五
箇
条
御
誓
文
の
由
来
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
由

利
草
案
を
解
説
し
、
由
利
が
師
と
仰
ぐ
横
井
小
楠
の
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経
世
論
「
国
是
コ
豆
嗣
」
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
優

れ
た
経
世
論
を
御
誓
文
の
な
か
に
導
入
し
た
こ
と
を

具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

福
岡
藤
次
(
孝
弟
)
の
修
正
案
、
さ
ら
に
木
戸
孝

允
の
「
建
議
書
」
を
比
較
考
察
す
る
。
そ
し
て
「
由

利
さ
ん
は
、
横
井
平
四
郎
の
国
是
コ
一
論
に
あ
る
亜
米

利
加
、
英
吉
利
の
主
義
に
依
り
て
御
誓
文
の
原
案
を

書
か
れ
た
か
ら
、
平
民
主
義
が
余
程
入
っ
て
居
る
、

そ
れ
か
ら
福
岡
さ
ん
の
修
正
案
は
当
時
土
佐
藩
に
於

て
主
唱
せ
ら
れ
た
る
諸
侯
会
議
、
簾
前
盟
約
の
主
義

に
依
り
た
る
が
知
し
、
然
る
に
福
岡
さ
ん
の
会
盟
案

に
は
公
卿
の
反
対
が
あ
っ
た
為
め
に
、
木
戸
さ
ん
が

其
反
対
の
点
を
如
何
に
し
て
解
決
せ
ん
か
と
余
程
考

へ
ら
れ
た
、
其
結
果
と
し
て
木
戸
氏
の
奏
議
と
な
り

て
終
に
五
箇
僚
の
御
誓
文
を
天
子
が
天
地
神
盟
に
お

誓
ひ
な
さ
れ
て
之
を
天
下
に
公
布
せ
ら
れ
た
り
、
(
後

略
)
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
我
々
の
子
孫
が
五
ケ
条
の

御
誓
文
の
精
神
を
以
て
永
く
我
国
政
治
の
大
本
と
し

て
居
れ
ば
我
国
の
国
運
は
千
高
年
の
後
に
至
る
も
、

憲
法
政
治
の
下
に
、
皇
室
の
御
稜
威
と
共
に
益
々
隆

盛
に
な
る
事
我
輩
は
信
じ
て
疑
は
な
い
」
と
、
御
誓

文
の
意
義
を
極
め
て
高
く
評
価
し
て
、
講
演
を
終
え

5 

た
の
で
あ
る
。

上

「
五
ケ
条
の
御
誓
文
」
の
歴
史
的
性
格

六
、
東
久
遁
宮
総
理
、
内
閣
記
者
団
に
言
明

太
平
洋
戦
争
で
日
本
の
完
敗
に
よ
り
、
由
利
の
目

指
し
た
「
御
誓
文
」
の
真
意
が
蘇
生
す
る
こ
と
と
な

る
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
)
八
月
三
十
日
付
「
福

ひ
が
し
く
に
の
み
ゃ
な
る
ひ
こ

井
新
聞
」
で
、
同
月
二
十
八
日
、
東
久
適
宮
稔
彦
総

理
が
内
閣
記
者
団
に
対
し
て
、
「
一
億
総
憐
悔
・
皇

国
再
建
へ
」
と
題
し
、
「
五
箇
僚
の
御
誓
文
こ
そ
根

幹
」
と
し
て
、
民
意
尊
重
・
民
生
安
定
・
平
和
主
義

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
前
述
の
金
子
堅
太
郎
の
講
演
の
最
後
の

「
我
々
の
子
孫
が
五
ケ
条

し
め
く
く
り
の
段
階
で
、

の
御
誓
文
の
精
神
を
以
て
永
く
我
国
政
治
の
大
本
と

し
て
居
れ
ば
(
後
略
)
」
と
述
べ
た
趣
旨
と
ま
っ
た
く

符
合
す
る
わ
け
で
あ
る
。

要
は
東
久
遍
宮
総
理
と
し
て
、
明
治
以
降
の
日
本

近
代
化
路
線
の
な
か
で
「
御
誓
文
」
の
本
旨
が
ゆ
が

め
ら
れ
、
い
わ
ば
「
画
餅
の
弊
」
に
堕
し
た
こ
と
を

率
直
に
認
め
、
こ
の
さ
い
わ
が
国
民
全
体
が
厳
し
い

自
己
反
省
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
は
っ
き

り
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

七
、
お
わ
り
に

わ
れ
わ
れ
の
真
剣
な
反
省
点
と
し
て
、

の
御
誓
文
」
の
趣
旨
が
、
明
治
期
以
降
の
日
本
近
代

化
コ

l
ス
の
う
え
で
、
と
か
く
ゆ
が
め
ら
れ
て
、
結

「
五
ケ
条

局
の
と
こ
ろ
「
画
餅
の
弊
」
に
堕
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

「
御
誓
文
」
の
真
精
神
の
実
践
こ

そ
、
依
然
と
し
て
日
本
国
民
に
と
っ
て
の
極
め
て
重

要
な
今
日
的
課
題
で
あ
る
。

と
引
ソ
わ
け
由
利
公
正
に
よ
り
「
御
誓
文
」
の
な
か

に
導
入
さ
れ
た
小
楠
哲
学
の
基
本
と
さ
れ
る
「
大
義

論
」
つ
ま
り
偏
狭
な
国
益
中
心
主
義
を
超
越
し
た
全

世
界
に
通
ず
る
普
遍
的
原
理
〈
四
海
同
胞
主
義
〉
を

最
大
限
に
尊
重
す
べ
き
必
要
性
が
改
め
て
痛
感
さ
れ

る
。
し
か
も
「
御
誓
文
」
の
趣
旨
は
、
単
に
わ
が
国

の
国
是
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
今
日
の
「
国

し
た
が
っ
て
、

際
連
合
」
の
規
範
と
し
て
も
十
分
堪
え
得
る
も
の
と

思
考
さ
れ
る
。
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